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は じ め に

 我が国は高度経済政策によってGNP世界第2位に発展しているが，それに伴って社会全般は急激な

変容をきたしている。子どもたちも例外ではなく影響は生活全般に及び，心身の発達にさまざまな歪み

を生じている現況にある。

 近来，子どもの体格はよくなってはいるが，全体として体位が向上しているのではない。背の高い児

                                       ユラ
が増えると同時に背の低い児も増え，肥満児と同時に痩身児も増加していると言われている。運動能力

についてみても体位の向上に追いついていない状況がある。
   ラ
 原田らは，昭和44年と同54年に幼児の体格及び運動能力の調査を実施して，10年間の変化について比

較研究を行い，身長，体重，走・跳・投力成績の度数分布について，いずれも平均型が減少し両極化現

象がみられることを報告している。

 筆者も昭和53年に幼児の体格及び運動能力と，それにかかわる保育上の要因に関する実態を調査して
 3）4＞5）6）
報告   したが，11年を経過した現在，地方における子どものそれらはどのように変化しているのか，

本研究は，再び調査をしてその実態を明らかにしょうとするものである。

 子どもたちの発育にかかわる要因は多数あるが，今日の子どもの生活環境をみると，少子化，核家族

化，高齢化，女性就労の増加等が進行するほか，自然破壊，家庭生活様式の変化，食生活や遊びの変化，

生活リズムのくずれ等，ますます複雑にして深刻な問題が起きており，その影響もまたさまざまであろ

うと推察される。

 そこで，現状を調査・研究してみることは，子どもの健康の維持増進の観点からみて有意義であると

考え，第1報の今回においては，幼児の生育状況や生活時間が体力及び運動能力にどのような影響を及

ぼしているか考察を試みたので報告する。
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研 究 方 法

1・調査対象：岡山県岡山市内7幼稚   表1．    対象人数内訳    （単位1人）

園，同倉敷市内7幼稚園及び10保育

園，計24園の4～6歳児1．531名で，

内訳は表1のとおりである。

2．調査時期：平成元年10～12月

3，調査項目

 1）体格（①身長 ②体重）の測定

 2）運動能力（①20m走 ②立幅とび③テニスボール投げ）の測定

 3）生育状況（①出生順位 ②出生時体重 ③出生時身長 ④乳児期栄養法 ⑤既往症）

 4）家庭における生活時間（①屋外遊び時問 ②TV視聴時間 ③睡眠時間）
                                   の
4．調査方法：体格・運動能力の測定ついては，協力の得られた24園に実施要領と記録用紙を示し，教

職員に測定並びに記入を依頼した。生育状況と家庭での生活時間については，体格・運動能力を測定

 した園児の保護者に，協力園を通じて質問紙を配布し回答を求めた。

5．調査用紙の配布及び回収数：調査用紙の配布数1．658枚，回収数1．574枚，うち有効回答数1．531枚，

有効回答率は92．3％である。

 年 齢

ｫ
4 歳 5 歳 6 歳 計

男  児

? 児

177

P89

354

R41

245

Q25

776

V55

計 366 695 470 1，531

結 果

1．体格及び運動能力について
               ラ
 体格は，原田碩三の楕円判定法に基づき，個々の成績を身長では＋3（極めて高い），＋2（高い），

＋1（やや高い），0（ふつう），一1（やや低い），一2（低い），一3（極めて低い）の7区分に，体

重では＋3（肥満型），＋2（肥え型），＋1（やや肥え型），0（均斉型），一1（やや痩せ型），一2

（痩せ型），一3（るい痩型）の7区分に分類した。
                       ラ
 また，運動能力も，同じく原田重三の回帰評価法に基づき，＋3（極めて良い），＋2（良い），＋1

（やや良い），0（ふつう），一1（やや劣る），一2（劣る），一3（極めて劣る）の7区分に分類した。

表2はそれを測定種目別に分類集計したものであり，図1－1～図1－5はそのグラフ化である。

表2． 体格及び運動能力成績
測 定 種 目 一3 i 一2 i 一1 i o i 十1 i ＋2 i 十3 M iSD
身   長

n％
5iO．3 ： 53i3．5 ： 260

P7．0

i541 i：35．3 ： 460i30．0 ：   ： 183i12．0 ：   ≡ 29

P．9 0．35

…：1．48

体    重
n％

4iO．3i 74i4．8i 365

Q3．8

i616 ii40．3 i 348 ：

Q2．7i
85 ：

T．6i
39

Q．5 0．07

…i1．43

20 m 走
n％  8 ：

潤D5i
23 ：

P．5i
133

W．7

： 536 ：：      ＝：35．0 ＝ 676 ：

S4．1i
148 ：

X。7i
 7

O．5 0．52

…：1．42

立幅とび
n％

3iO．2 ： 52i3．4 ： 247

P6．1

i625 i：40．8 ： 473i30．9 ＝ 121i7．9 ： 10

O．7 0．25

…：1．24

テニスボール投げ
n％

1iO．1 i 52i3．4 i 338

Q2．1

i586 ii38．2 i 366i23．g i 142i9．3 i 46

R．0 0．22

…i1．50
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幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

1．身長（図1－1）

  ＋1（やや高い）と＋2（高い）～＋3（極めて高い）の

児が正規分布より6～8％多く0（ふつう），一ユ（やや低

 い），一2（低い）～一3（極めて低い）の児が2～7％少

 なかった。昭和53年測定成績と比較をすると，やや高い以上

の児が今回は45％みられ，11年前に比べてふつうより背が高

 い児が12％近く増えていた。

2．体重（図1－2）

  0（均斉型）と＋2（肥え型）～＋3（肥満型）の児が正

規分布より2～3％多く，＋1（やや肥え型）と一2（痩せ

型）～一3（るい痩型）の児が1％ずつ少なかった。前回と

の比較では，0 （均斉型）以下の痩せ型児が減って，十1

 （やや肥え型）以上の児が増えているが，いずれも差は2～

 3％と僅少であり，測定した5種目のうち体重が最も正規分

布に近い状況を示している。

3。20m走（図1－3）

  ＋1（やや良い）の児が44％と最も多く，＋2（良い）～

 ＋3（極めて良い）の10％を加えると，走力の優れた児が

55％近くみられた。0（ふつう）と一2（劣る）～一3（極

めて劣る）の児は正規分布より3～4％，一1（やや劣る）

の児は15％，いずれも少なかった。20m走は，5種目のうち

正規分布に比して右傾度が最も大きく成績は良好であるが，11

年前との比較では，成績の伸びがみられない種目と言えよう。

4．立幅とび（図1－4）

  0 （ふつう）， ＋1 （やや良レ、）， ＋2 （良レ》） ～＋3 （極

 めて良い）の児が正規分布より3～7％多く，一1（やや劣

 る），一2（劣る）～一3（極めて劣る）の児が3～8％少

 なかった。前回は正規分布に比較的近い状況を示していたが，

今回は20m走，身長に次いで高い右傾度がみられ成績が向上

 していた。

5．テニスボール投げ（図1－5＞

  一1（やや劣る）と一2（劣る）～一3（極めて劣る）の

児が正規分布より2％前後少ないものの，0（ふつう）と＋

 1（やや良い）の児は同率，＋2（良い）～＋3（極めて良

い）の児が6％多いのみで，運動能力3種目のうち最も成績

が不良であった。

  さらに前回との比較において，5種目のうち唯一，前回より

 一1（やや劣る）以下の児が増えており，成績が低下していた。
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幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

6．5種目平均値の比較（図2）

  昭和53年の平均値をみると，1位20m走（0．50），2位

テニスボール投げ（0．31），3位身長（0．14），4位体重

 （一〇．05），5位立幅とび（一〇．06）の順であった。今回

 の平均値では，1位20m走（0，52），2位身長（0．35），3

位立幅とび（0．25），4位テニスボール投げ（0．22），5位

体重（0．07）の順となっている。立幅とびと体重は，11年

前にはマイナスの数値であったが，今回は5種目すべてプ

 ラスの数値であり，テニスボール投げを除いた4種目は，

平均値が前回を上回っていた。そのうち20m走では有意差

0．6

0．5

〔，．4

0．3

｛〕．2

o．1

  がみられないが，立幅とび，身長，体重では有意な成績の一〇・1

  向上が認められた。しかし，前回2位のテニスボール投げ

  では，有意な成績の低下がみられた。

皿．生育状況について

 出生川頁位3区分，出生時体重4区分，出生時身長5区分，乳

児期栄養法3区分，既往症

2区分に・それぞれ分類し    表3．生 育 状 況

て集計したものが表3であ

る。

 1．出生順位：「第1

  子」が最も多く42％，

  次いで「第2子」の

  39％，「第3子以上」

  は19％で最も少なかっ

  た。

 2．出生時体重：最も多

  かったのは「3000～

  34999」で51％，次に

  「2500～29999」の

  28％，「35009以上」

  の16％と続き，「2500

  9未満」の低体重児は

  6％で最も少なかった。

 3．出生時身長：最も多

  かったのは「49～

  50．9cm」で39％，次に

  「47～48．9cm」の24％，

  「5！～52．9cm」の23％，

n ％

総     数 1531 100．0

出 生 順 位

第  1  子 645 42．1

第  2  子 595 38．9

第3子以上 291 19．0

出生時体重
25009 未満 89 5．8

25009～29999 427 27．9

30009～34999 776 50．7

3500g 以 上 238 15．5

無     答 1 0．1

出生時身長
47．Ocm 未 満 119 7．8

47．Ocm～48．9cm 361 23．6

49．Ocm－50．9cm 591 38．5

51．Ocm－52．9cm 356 23．3

53．Ocm 以 上 55 3．6

無』   答 49 3．2

乳児期栄養法
母 乳 栄 養 637 41．6

人 工 栄 養 213 13．9

混 合 栄 養 679 44．3

無     答 2 0．2

既  往  症

あ     る 185 12．1

な     い 1341 87．6

無     答 5 0．3

  1ろ成元年

一昭和53年

l！ 硫 響 磁 錯
     走   と  ス
       ぴ  ボ
        ，1
図2 体格・運勤能力平均値比較

：1卜く〔｝．Ol

：P＜0．001

表4．生活時間
n ％

総     数 1531 100．0

屋外遊び時間

1時間以内 178 11．6

1～2時間 480 31．4

2～3時間 449 29．3

3～4時間 300 19．6

5時間以上 72 4．7

殆ど遊ばない 43 2．8

無     答 9 0．6

TV視聴時間
1時間以内 181 1L8

1－2時間 706 46ユ

2－3時間 479 31．3

3－4時間 135 8．8

5時間以上 9 0．6

殆どみない 15 1．0

無     答 6 0．4

睡 眠 時 間

6時間以内 2 0．1

6～7時間
16 1．0

8～9時間 665 43．4

10～11時問 836 54．6

12時間以上 2 0．1

無     答 10 0．7
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幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

  「47cm未満」の8％と続き，「53cm以上」は4％で最も少なかった。

 4．乳児時栄養法：「混合栄養」が44％で最も多く，次いで「母乳栄養」の42％，「人工栄養」は

  14％で最も少なかった。

 5．既往症：これまでに大きな病気（けがを含む）をしたことが「ある」児は12％，「ない」児は

  88％であった。

皿．家庭における生活時間について

 屋外遊び時間とTV視聴時間をそれぞれ6区分に，睡眠時間を5区分にして分類集計すると，表4の

とおりである。

 1。屋外遊び時間：「1～2時間」が31％で最も多く，次いで「2～3時間」の30％，「3～4時間」

  の20％，「1時間以内」の12％，「5時間以上」5％の順であり，「殆ど遊ばない」児も3％みられ

  た。

 2．TV視聴時間：「1～2時間」が46％で最も多く，次いで「2－3時間」の31％，「1時間以内」

  12％，「3～4時間」9％，「殆ど見ない」1％と続き，「5時間以上」も0．6％みられた。

 3．睡眠時間：「10～11時間」の55％が最も多く，次いで「8～9時間」の43％，「6～7時間」

  ！％と続き，「6時間以内」と「12時間以上」も0．1％ずつみられた。

IV．体格と生育状況並びに生活時間の関係

 身長・体重の測定成績5区分と，生育状況7項目17群（年齢3群・性2群・出生順位3群・出生時体

重2群・出生時身長2群・乳児期栄養法3群・既往症2群）・生活時間3項目6群（屋外遊び時間・T

V視聴時間・睡眠時間のいずれも各2群）の計10項目23群とをクロス集計すると表5のとおりで，その

うち体格の分布に有意差またはその傾向が認められる項目を図に示すと図3－1～図3－7となる。

 1．身長：年齢（図3－1）でみると，加齢とともに背の高い児が増え，性（図3－2）では，女児

 臓めて口tい

  4曙曳                            ．．       椅’めて低い
                         一ロしし’  11，    2τ，    3rb    駅，    5ヒ，    ω     70    8u    90    1α，％

                       4朕肺．1．11旨     や刺1い・       ・つつ       やや高い
  5歳                                       Il踊い一樟めて高い
                        ロびロ いほ 
  6歳                                        図3－4 身長：出生時身長
        図3一1 身長1年齢

  極めて俺い
   『∬㌃し、 10    20    30    40    50    50    70    80    90    1α｝％

  リ｝児  やや低い     』つ，       やや高い   高い一極めて高い

                        伸めて低い
                         一∬tい10  2け  3【1  4「，  50  G｛，  7〔，  8り  凶  1α，％
  欠児                       ll時川以内   や’低い      5つノ        ｛や高い
        図3－2 身長：性                           ρ
                                       高い一極めて高い
                       ヨロひ さ ニスヒ
  悼めてII監い                                                図3－5 身長：屋外遊び時間
   一低い 田   り〔，  llq  ⑩   51｝  rl「｝  711  即   1旧  1旧，％

 31脚q1、11笥    ぺr低い       ｝一η        や《高い

                 高い一極めて高い
 1顎暫川u以1

        図3－3 身長：出生時体量

  より男児の方に背の高い児が多い。出生時体重（図3－3）では，重く（30009以上）生まれた児

  の方が背が高く，出生時身長（図3－4）では，背が高く （49cm以上）生まれた児が現在身長も高

  い。屋外遊び時間（図3－5）では，長時間（3時間以上）屋外で遊ぶ児の方に背の高いものが多

  い。他の5項目では有意差がみられなかった。

 2．体重：乳児期栄養法（図3－6）をみると，母乳で育った児に均斉型以上の児が多く，人工栄養

  で育った児にはやや痩型以下の児が多い。既往症の有無（図3－7）では，既往症のある児の方に，

  やや肥え型以上の児が多い。他の8項目では有意差はみられなかった。

低い 1〔， ワ。 」0 40 5n 配ln 70 呂〔， 9く〕 1「K

やや1吐い ふつ う やや高い 高い一悼め
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幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報〉

u
る

郵皿

刃

瞬

｛圏

しり しり Qり
一ト 管

N
H z z z z z z z z

oり
熔   寸   σ》

cq  く◎o σ｝  o■

cq   6つ  H  ． Qq  ① o   《） 卜・  ○○ σ》  σq

十～ 択 く◎  ○○  ◎○ ヒ㌔  QO
．         ．         ，

盾ﾂ  OD  ⑩  ，m唱  ◎D 卜唱  ◎o  ．ｶ㌔  O  QO

@H
．         ・

ﾐ）  卜
，         ，

盾n  ◎○
●         ．

m噌  一

@H
●         ．

m一  QO

］つ  o   ① σ》  しΩ 寸   o   o い鴫  卜・ oO  o ㊤   ひq  頃 ト   リ c＼尋  N ト   じ～ 寸  ◎）
N十 口 N   ㊤   αつ u「》  く◎ ］『＞  L∩   cq σう  ◎D cつ   ◎o 冒   σq  UD 円   o

@円
σ｝  cつ 〇   一

ﾑ
uつ  ㊤

細

訳

uつ  ㊤   o■         ．         ●

ｭD  C℃  O ｡   o

OO  O   目
｡              曾              ・

ﾐq  N   寸

cつ  寸，         騨

eq  cつ

①   o，         O

?? ζつ

卜噌  冒   ト，㊤   じ㌔   o

? 円

σ）  OQ

ﾚ   Lr）

c刈  QO9         ・

m   卜鴨 ~   oつ

一
N   cq  N N   cq c＼】  ζ＼J  eq Qq  σq Qq  ひq ⊂＼ユ  Fr  oq αつ  ζ刈 σq  ◎q cq  cq cq   ⊂日

十
卜舳  じ㌔  寸 ぐつ   ぼつ じ㌔  rr  o o   卜辱 o  o o   卜r  一→ い層  σ㌧ c＼ユ  リ Φ   o oつ  oO
σ｝  しn   σ） ①   uつ 寸   cつ  ト・ 目   cつ 目   ζつ じ㌔   σつ  「寸 ］つ  C◎ ロつ  （カ o   寸 寸  σ）口 H r一「   一 r→   r→ 一   N 一→  N r→       ▼一→ N N oう 円   同

o  寸  ◎o σ⊃  り 円   卜馬  σ｝ rr  C◎ eq  ト cつ   （あ   o 卜噛  卜 σこ  Lr） り   寸 円   り
o ●              幽 ．         ■ ●              ． 「 ▼              ．

駅 円   σ）  o σ）  o QQ  回   一 F司  ① てト  QQ Qo  o   cq ①   r州 r→  LΩ o   ］つ H   σ｝
寸   oつ  寸 のつ  寸 oつ  寸   寸 寸   ぐつ 寸   ぐ◎ ◎う  寸   寸 ひq  寸 寸   6つ 寸  ぐう 寸   cつ

o
o  寸  ζ刈 o   《） り  oO  N eq  曽 C刈   OQ 冥ド  じ㍉  LO uう  o H   N F→   r「 H   eq

自 uう  じ㌔  σ） H   O 守   寸   N 円   o 一  ◎◎ 寸  ◎O  oo Ln   o QO  cつ （ρ   uつ ◎O  oう
H   N   円 ζつ   cつ N   eq  r一醐 cq  尺卜 σq  ζつ Oq      N り 寸   r唄 ゆ Qq  cつ

cつ  uD  寸 oO  σ》 oO  ］D  OO o   ◎Q Qつ  oつ H   C団   Oつ ①   卜 Oq  oつ H   eq ロつ  cつ
9         ■         ● ●         ， ． ・ ■         ●         ， 「              ，茸 訳 祠   cつ   くρ Oq  ぐ 寸  oつ  cq 寸   cつ O   uつ ひq  卜   r卜 寸   cつ oつ  し∩ 寸  cq 寸   cつ

H N   N   C刈 c＼ユ  cq N   N  cq N   N N   Qq Oq  Qq  N cq   N eq  N cq  Oq N   cq

1
◎Q  Cつ  rぜ じ㌔  QQ o  o   uつ 寸   rr o   「寺 円   oO  uつ ㊤   ◎つ 卜   寸 oつ  c9 卜・  ］「）

唱 卜周  く◎   cq じ㌔  QO く◎  寸   り N   寸 o   ］つ 寸   ］つ  り 尋   円 り   σ） ◎つ  ぐつ り   σ》

H   円 目   r「 一   r→ F→   N Fr  σq 円        H 6つ N oり H   H

eq 寸   σ》  の OQ  冒 σ》  寸  oo 寸   寸 N   O 卜   Qq  σ㌧ 寸   円 o  ◎○ 寸  ◎◎ 09  αつ
，              ．              ， ●         ■ ，              曾

訳 ぐ   ］r）  寸 寸   ］D の   寸   rげ o   ぐ 寸   LO め  寸  寸 L∩   LΩ 』r）  「ぜ LΩ   cq 寸   ］D

く◎   H   H トー  H ◎つ  り   買ド cつ   ］つ o  o くρ   （♪   oつ o   ◎Q Qo  oo 寸   寸 cつ  寸
oっ 置 H   rぜ   cq o｝  冒 oう  c心   H cつ  寸 N   L∩ cつ       ζつ H   り しΩ   ド噸 ト σつ  寸

製

N

鰹沢

菅梼管

斎
Qり

菅梼静 静菅菅

しり

V
管

しり

Ez

ω宕

oり
じ㌔  c＼ユ  自つ N   寸 Φ   り   （つ 卜嚇  o cつ   cq 寸   H   O じ㌔   り ◎つ  uう 四→   一 σ｝  ぐ

■         ■         ． ◆         ● ，              ， ，              ． ．         r 「

十
訳 0う  cq  くΩ ㊤   一《 り   N   O σう  （ρ OD  く◎ 天卜  寸   cつ 口う  oつ Qq  QO oつ  o cq  畔

F→   r→   H H   H H   円   F→ H H 一   r→   回 H   円 τ一｛   円 目   N F「   一

O   UD  いr り   く◎ じ㌔  Uf）  o o   eq o   c＼講 cq  o   OQ σ）  cつ H   σ》 目   ① oO  一
N十 口 uう  oo  卜r N   oo

g
o   トも  cつ

~
uつ  ㊤

@H
寸   ㊤

@H
σ》  cつ  QD cq   oつ

@H
寸   o

ﾚ
QO  oq

g
◎o  cq

@州略
uつ  （o  oO σq  σ⊃ o  o  （ρ り   cつ 寸   L◎ 寸   αつ  L」う じ㌔   eq oつ  寸 r申  F→ o   σつ

訳
●         ●         ・ o              ■ o              幽 ・ ▽

cつ   ①   ］「） o  σ｝ σ㌧  O   N uつ  eq 冥ド  cq り   oつ  cq ①   o o   σう o   いr ｛   σ）

円
cq  Qq  oつ cつ   N ひq  cつ   cつ Qq  cつ N   （Y） c刈   oつ  ζソ⊃ ひq ．σつ cつ   cq oつ  σq oつ  cq

十
り   く0   0Q 寸   q） 卜  oO  UD σq  ◎○ じ㌔  り OD  一   一 ］D  寸 OQ  σ｝ o   ① cq   ］つ

賞 ◎o  o  く♪ oつ  N OD  e㌔  くあ oつ  eq F→  ◎q り   じ㌔  c刈 uう  o 寸   o cq   c◎ 一｛  畔N   H σq  c9 【   洲 H   Cつ 円   oつ H       e臼 寸 Cつ   H 寸 Qq  Qq

uう  州   寸 o   τ一r σ｝  OQ  寸 QQ  O 寸   C刈 o   ◎O  b喝 o   寸 寸   σ㌧ ］つ  o σ）  o
・              ■ ●         ●         ， ●         ■ ，訳 の  ◎Q  H 寸   o 寸   u5  ］○ uつ  ］つ り   uう り  cつ  寸 寸   uつ u自  寸 ］ゆ  寸 Lo   uつ

cつ   oつ  oつ ◎う  eり cつ   cつ   ζつ αつ  oつ αつ  cつ oつ  ζつ   oつ σつ  oつ oつ  oう ◎つ  cつ oつ  oつ

o
o   寸   卜・ σ》  N ビ）  oつ  oつ Uつ   Lr⊃ ゆ   cつ oつ  eq  o 寸   寸 Qo  o o   σ） uつ  ◎つ

目 cつ  ㊤   寸 ㊤   卜 σq  －   o QO  ］D い噛  uう Cつ 、いr  Cつ く◎   卜・ o   oつ ①   寸 寸   ①
円   C＼】  円 N   N Qq  cq   H F一｛  oつ 一く  oつ N       cq 寸 て宇  円 寸 ⊂、q  N

o   ］つ  ㊤ σ》  F1 り  o  （♪ じ㌔   一 OQ  σ㌧ oO  o   く◎ uつ  てト H   O cq  く⊃ H   ①
諏 訳

●         ■ ，         ．         ・ ，              「 ．              o ■              ▼              ， ．              ， ●              ，

寸   uつ  ◎う uう  oo く◎   仁㌔   に㌔ cq  寸 cつ   ◎Q oO  o  ’uう Pう  トー oo  寸 じ㌔  寸 卜噛  り

円
eく】  一   H H   r→ 7一→   F同   H N   rr eq   一 r「   F「   祠 一   H r→   r一｛ F刈   円 H   円

1
00  00  寸 oつ  ヒ㌔ e㌔   H   ζ団 卜噂  oう 寸   σ》 o   寸   q⊃ 頃   寸 ○O  eq QO  一 卜辱  N

目 oo  o  ㊤ N   ◎ら O  O   uう H   冥ド 一   cつ N   Oつ  o N   Cつ O   uつ Oつ  C刈 H   寸H H   H F→   円 F→   F→ 「→   H r■づ        F「 N N Qq 一   円

eq ζつ   く◎   ① H   ］う σ）  卜，  ○◎ eq  ⊆◎ 円   cq OQ  C◎  rr ］つ  寸 σ）  cq ◎O  N rr  寸
「 ■              ． ■              ● o         ， ●         ， ■              ．訳 ζつ   寸   σq cつ   寸 cq  寸   0つ り   σq 卜唱  cq cつ  N   寸 ㊤   oう oつ  oつ cつ  寸 co  噂

cq   cq  寸 寸   r申 O   QO  H N   り ぜ   ひq 寸   り   oo N   （◎ ］う  N cq   ㊤ H   卜
oり 目 Fr   ◎Q   H oq  cつ H   Qq  r→ ζつ   eq cつ   6q cq       cq H   “ 寸   一 ゆ N   ぐつ

灘 鰹 鰹 軽
皿」 ロP一、   ｝、

Hト r← 」→ 輝 円 挺 」→ 撫 榔 湘 弧～ 3 κ 輿 置 唄 理 円

葦
  誉H N 串  oり 果 益σ）  ⊂カ。   oo   o

張 弍
? 目。   o

癌 眠 …朕

l H くロ

誉 繊

?麗
ﾕ 壇

弍 餐

x 麗
d 盤

蚕 蚕

?湿
ﾕ 盤

寸   』r）  ⑩ 黙 転 融 蕪 蕪 o   o
モﾂ  oつ

σ》  σ㌧

｡   寸 財 く 哩 膚 μ cつ   oつ cつ   cつ
o   o
g   円

・踵
ﾙ盤→く日ロ『 ．沖

針 報
趨「

丑二七週
葦 糊丑ヨ酬盤

嫁 略
??�ﾕ

冨里ミ職懸照斑 匪岬環
壇   器匡

嘯ﾜ掴b
崖r  藍匡

g〉幽幽
塑盟壇匿互

姻
佃測

洲 佃 萎 黙 超 炬 壇  麗

（
一
〇
〇

oV
山

のo
o
＞
山

H
oV
山

←

）

一88一



幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

 るい貞甲一痩せ閣                                         るい痩目一痩せり

                          10   20   30   40   5U   60   70   ぴ，  90  10n％
  1＝∫孔                                               ある    や｛痩ゼ「引      均斉吃9      《や肥凡型

                  肥君9一肥・置り                                  肥凡贋一肥遇刷
  人r、                                                 ない

                              図3－7 体毛：既往症
  泥r｝
       図3－6 体重：乳児朋栄蔓法

V．運動能力と生育状況並びに生活時間の関係

 20m走・立幅とび・テニスボール投げの測定成績5区分と，生育状況7項目17群・生活時間3項目6

群の計10項目23群とクロス集計すると表6のとおりである。そのうち，運動能力3種目の分布に有意差

もしくはその傾向の認められる項目を図に示すと，図4－1～図4－14のとおりである。

 1．20m走：年齢（図4－1）についてみると，6歳にはふつう以上の児が多く，5歳にはやや良い

lo 21｝ 30 4口 鋤 60 70 絢 go 随函1

やや頓せ尺， 均A竪 やや肥え、，

肥え幣

極めて劣る

Ii歳

一劣る lo 20 30 弔0 50 60 70 80 go 100瓢

歳 やや ふつう やや良い
劣る

fしい一極め

歳

歳

図4－1 20m走：年齢

棒めて劣る
 噌劣る 10    20    3じ    40    50    611    70    8U    90    1α，％

挿めて劣る

司～1r・

第21’

斜

男児 ]
女児

4つつ

図●一2 20m走＝性

一劣る   田
20 30 40 駆， 60 70 80 go loo％

やや ふつう やや1芝い
劣る

，乏い一陣げ

図4－3 20m走；出生順位

極めて劣る

 一劣る10  20  30  4D  50  60  70  80  90  100％
やや孟tい              3嚇II以内 ミ域     4つ，

   艮い一棟めて匹い          劣る

         3時間以1二

やや艮い

艮い陣旗めてrLい

図4－4 20m薫＝TV視聴時間

以上の児が少ない。性（図4－2）でみると，女児の方にやや良い以上の児が多く，出生順位（図

 4－3＞では第1子にふつう以下の児が多い。TV視聴時間（図4－4）では3時間以内にはやや

良い児が多く，3時間以上には劣る一極めて劣る児と，良い～極めて良い児の両極が多かった。他

の6項目では有意差はみられなかった。

2．立幅とび：年齢（図4－5）でみると，4歳と6歳にはふつう以上の児が多く，5歳にはふつう

伸めて劣る
一劣る 1｛1 20 30 ・軍Q 5Q 6〔1 70 BO 訊1 1α，

歳 やや劣る ふつう やや良い

皇い一

歳

磯

芝い一いめてrLい

臣めて劣る
 陶劣る  且0    20    初    唱0    50    60    70    湘    騨，   lr魑

3IXゆ腎イ、済  やや劣る

30けoり以1’

ふつつ やや良い

艮い一伸めて良い

図4－5 立幅とび1年齢
図4－7 立幅とび：出生時体重

睡めて劣る

鵠iゴ

荊2r

鯉

極めて劣る

 騨 ’る 10    ZO    30    10    50    60    70    80    90    100驚

3時岡以内   やや劣る

3時間以1．

”つつ やや員い

艮い一悼めて貞い

図4－8 立幅とび＝下V視鱒時間

図4－6 立幅とび：出生順位

以下の児が多い。出生順位（図4－6）では，第3子以上にやや良い以上の児が多く，第1子にや

や劣る以下の児が多い。出生時体重（図4－7）では，30009未満で生まれた児にやや良い以上の

児が多かった。TV視聴時間（図4－8）では，3時間以内の児にはやや良い以上の児が多く，3

時間以上の児では良い～極めて良い児が多かった。他の6項目には有意差は認められなかった。

3．テニスボール投げ：年齢（図4－9）では，加齢とともにふつう以上の児が増え，6歳には良い

～極めて良い児が多い。性（図4－10）では，女児にやや良い以上の児が多い。出生順位（図4－

11）では，第1子にやや劣る以下の児が多く，第3子以上にはやや良い以上の児が多い。出生時体
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幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

顛めて劣る

4歳

一劣るlo  2σ 30 40 50 60 70 80 go 100％

歳 やや劣る ふつう やや良い

良い一極め

歳

ノ

俊

勧て劣ひ劣るL。 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8。 9。ID。％
3000q4こ満  やや劣る

3αx｝“以1＝

ふつつ ． やや艮い  鍵い一極めて良い

図4－9 テニスボール投げ：年齢

図4－12 テニスボール投げ：出生時休璽
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図4－10 テニスボール投げ：性
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図4－11 テニスボール投げ：出生順位
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図4－13 テニスポール投げ＝既往症

ゆめてあるりある

：：：1：1：醇≡詩60㍊凱
図4＝π テニスボール投げ＝埋外遊び時間

  重（図4－12）では，30009未満で生まれた児にふつう以上の児が多い。既往症（図4－13）では，

  大きな病気（けがを含む）をしたことのない児にふつう以上の児が多い。屋外遊び時間（図4－

  ！4）では，3時間以上屋外で遊ぶ児の方にやや良い以上の児が多かった。他の4項目においては有

  意差は認められなかった。

V［．生育状況相互並びに生活時間との関係

 体格・運動能力計5種目のうち，2種目以上で有意差を示した生育状況5項目 （年齢・性・出生順

位・出生時体重・既往症）の相互の関係をみたのが表7である。有意な差が認められたのは，性と既往

症の有無，性と出生時体重，出生順位と出生時体重であった。即ち男児には既往症のある児と，出生時

体重が重く（30009以上）生まれた児が多く，出生順位では第1子に出生時体重が軽く（30009未満）

生まれた児が多かった。年齢は他の4項目間のいずれにおいても有意差はみられなかった。

 生活時間を生育状況別にみると表8のとおりで，屋外遊び時間では年齢・性・出生順位・出生時体重

表7． 生育状況相互の関係 （単位：％）

年 齢 性 出 生 順 位 出生時体重
4 5 6 X2 男 女 Z2 第1 第2 第3子 κ2 3000g 3000g κ2

歳 歳 歳 検定 児 児 検定 子 子 以上 検定 未満 以上 検定

既 往 症
あ   る 24．9 43．2 31．9 6L6 38．4 43．2 36．8 20．0 38．4 61．6

N．S． ＊＊ N．S． N．S．
な   い 23．6 45．8 30．6 49．1 50．9 41．9 39．2 18．9 33．1 66．9

出生時体重
30009未満 24．6 42．8 32．6

N．S．
44．0 56．0

＊＊＊
47．7 37．4 14．9

＊＊
3000g以上 23．6 46．6 29．8 54．1 45．9 39．3 39．5 21．2

出生順位
第 1 子

?2 子

26．0

Q1．7

44．0

S7．9

30．0

R0．4 N．S．

50．9

S9．6

49．1

T0．4 N．S．

（＊ ＊．
磨磨磨D

…；Σ。？61D

第3子以上 23．7 43．3 33．0 52．6 47．4

性

男   児 22．8 45．6 31．6
N．S．

女   児 25．0 45．2 29．8
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表8． 生育状況別生活時間
生活時間 屋外遊び時間 T V視聴時間 睡 眠 時 間

3時間以内 3時間以上 3時間以内 3時間以上 10時間以内 10時間以上
κ2検定 z2検定

生育状況 n ％ n ％

κ2検定
n ％ n ％ n ％ n ％

年    齢

4   歳 293 80．7 70 工9．3 330 90．4 35 9．6 162 44．6 201 55．4

5   歳 520 75．3 170 24．7 ＊ 634 91．5 59 8．5 N．S． 305 44．1 386 55．9 N，S．

6   歳 337 7L9 132 28．1 417 89．3 50 10．7 216 46．3 251 53．7

性

男   児 559 72．6 211 27．4 689 89．1 84 10．9 338 43．9 432 56．1

＊＊ N．S． N．S．

女   児 591 78．6 161 21．4 692 92．0 60 8．0 346 46．1 405 53．9

出生順位
第 1 子 503 78．3 139 21．7 582 90．2 63 9．8 292 45．5 350 54．5

第 2 子 439 74．3 152 25．7 十 538 90．9 54 9．1 N。S． 250 42．4 340 57．6 N，S．

第3子以上 208 72．0 81 28．0 261 90．6 27 9．4 141 48．8 148 51．2

出生時体重

3000g未満 400 78．1 112 21．9 471 91．5 44 8．5 240 46．7 274 53．3

十 N．S． N．S．

3000g以上 749 74．2 260 25．8 909 go．1 100 9．9 443 44．0 563 56．0

既 往 症

あ   る 138 75．8 44 24．2 157 85．3 27 14．7 84 45．9 99 54．1

N，S． ＊＊ N．S．
な   い 1008 75．5 327 24．5 1220 9！．3 116 8．7 596 44．7 737 55．3

（†：P＜0．1・・P〈・．・5＊＊・P〈・．。1）

の4項目，TV視聴時間では既往症の有無1項目において，有意差もしくはその傾向が認められた。ま

ず屋外遊び時間をみると，加齢とともに3時間以上の児が増え且つ男児と出生順位第3子以上児と出生

時体重の重い児に3時間以上のものが多い。次にTV視聴時間をみると，3時間以上と長くTV視聴を

している児に既往症のあるものが多かった。睡眠時間と生活状況5項目間には有意差はみられなかった。

W．体格・運動能力の生育状況・生活時間別平均値

 体格（身長・体重）の平均値及び運動能力（20m走＝走力・立幅とび＝潮力・テニスボール投げ＝投

                 て力）の平均値を，生育状況・生活時間別に示すと表9のとおりである。

 体格平均値のベスト3をみると，1位TV視聴3時間以上児，2位屋外遊び3時間以上児，3位出生

時体重30009以上児であり，体格平均値のワースト3は，1位出生時体重30009未満児，2位出生時身

長49cm未満児，3位女児であった。運動能力平均値のベスト3は，1位6歳児，2位出生ll【頁位第3子以

上児，3位屋外遊び3時間以上児であり，ワースト3は1位出生順位第1子，同率1位既往症あり児，

3位5歳児であった。また，体格と運動能力5種目の平均値ベスト3をみると，1位6歳児，2位屋外

遊び3時間以上児，3位出生順位第3子以上児であり，ワースト3は，1位5歳児，2位出生順位第1

子，3位既往症あり児であった。
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表9．

 幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

生育状況・生活時間別測定平均値
体 格 運 動 能 力 5種目

測定種目 身長 体重 平均 t検定 走力 跳力 投力 平均 t検定 平 均

全    体 0．35 0．07 0．21 一 0．52 0．25 0．22 0．33 一 0，282

年    齢

4   歳 0．22 0．12 0．17 0．53 0．28 0．13 0．31 0，256

5   歳

U   歳

0．31

O．51

0．07

O．04

0．19

O．28

N．S． 0．38

O．71

0．13

O．41

0．17

O．38

0．23

O．50

］＊＊＊ 0，212

O，410

性

男   児 0．44 0．10 0．27 0．36 0．20 0．15 0．24 0，250
N．S． ＊＊

女   児 0．26 0．04 0．15 0．67 0．30 0．30 0．42 0，314

出生順位
第 1 子 0．42 0．05 0．24 0．40 0．18 0．06 0．2！ 0，222

第 2 子 0．30 0．09 0．20 N．S． 0．60 0．26 0．30 0．39 ＊＊ 0，310

第3子以上 0．28 0．07 0．18 0．61 0．39 0．42 0．47 0，354

出生時体重

30009未満 0．11 0．00 0．06 ＊＊ 0．60 0．35 0．35 0．43
＊

0，282

3000g以上 0．47 0．11 0．29 0．47 0．20 0．17 0．28 0，284

出生時身長

49．Ocm未満 0．03 0．11 0．07 ＊＊ 0．58 0．23 0．39 0．40 0，268
N．S．

49．Ocm以上 0．48 0．06 0．27 0．48 0．26 0．16 0．30 0，288

乳児期栄養

母乳栄養

l工栄養

0．32

O．40

0．09

O．04

0．21

O．22

］・．s． 0．56

O．42

0．32

O．25

0．29

O．09

0．39

O．25

］・．s． 0，316

O，240

混合栄養 0．36 0．06 0．21 0．51 0．20 0．21 0．31 0，268

既 往 症

あ   る 0．36 0．16 0．26 0．41 0．21 0．01 0．21 0，230

N．S． N．S．
な   い 0．35 0．06 α21 0．53 0．26 0．26 0．35 0，292

屋外遊び時間

3時間以内 0．30 0．07 0．19 0．49 0．24 0．14 0．29 0，248
N．S． 十

3時間以上 0．49 0．10 0．30 0．56 0．30 0．46 0．44 0，382

TV視聴時間

3時間以内 0．33 0．04 0．19 0．52 0．26 0．21 0．33 0，270
N．S． N．S．

3時間以上 0．45 0．23 0．34 0．46 0．25 0．36 0．36 0，350

睡眠時間
10時間以内 0．35 0．06 0．21 0．59 0．25 0．24 0．36 0，298

N．S． N．S．
10時間以上 0．34 0．09 0．22 0．46 0．23 0．21 0．3G 0，266

（＋・P〈・・… P＜…5＊＊・P〈・…＊＊＊・く・…1）

  一93一



幼児の体格及び運動能力に関する研究（第1報）

 次に，各項目ごとに平均値のt検定を行ってみると，体格では，出生時体重と出生時身長の2項目に

おいて有意な差がみられ，前者では重く後者では高く生まれた児の平均値が高かった。運動能力では，

年齢，性，出生順位，出生時体重，屋外遊び時間の5項目において有意差もしくはその傾向が認められ

た。即ち，年齢では6歳児，性では女児，出生順位では第3子以上児，出生時体重では30009未満児，

屋外遊び時間では3時間以上児が，それぞれ平均値が高かった。

考 察

 子どもたちのからだの発達上の歪みは，子どもをとり巻く家庭や地域の生活と環境の変化によって生

みだされているものであり，この11年間それらはますます激化の一途を辿っている。加えて学力偏重に

よる知育の低年齢化現象なども進んでいるのが現状であるから，体格・運動能力のいずれにおいても大

きな向上は期待できないであろうと予想していた。

 しかし，成績を比較してみると結果は好転したもの・低下したものまちまちであった。即ち，前回最

低であった立幅とび（跳力）が有意差をもって大幅な伸びを示し，身長・体重もそれぞれ有意に向上し

ている。けれども，テニスボール投げ（投力）は有意に低下しており，前回最も好成績であった20m走

（走力）も前回と変化がなく沈滞していることなどを総合すると，体格は向上しているが，それに見合

う走・跳・投の運動能力がバランスよく発達しているとは言えず，むしろ歪みは進んでいると認識した

方がよいように考えられる。

 今回調査した生育状況・生活時間10項目から現代の幼児の体格・運動能力に影響を及ぼす要因を分析

すると，睡眠時間を除いた9項目においてそれぞれ有意な関連を示した。

 特に顕著な差が認められたのは，年齢，出生順位，性，出生時体重，屋外遊び時間であった。生後4

～6年の幼児が，加齢とともに著しく発育・発達するのは勿論のことであるし，出生時体重や出生時身

長が大きければ現在の体格が大きいことも当然である。しかし，意外であったのは出生時体重が標準以

下の児の方が運動能力においてすぐれているという結果がみられたことである。これは小さく生まれた

子どもを元気に育てようとする親の養育態度の差によるものではないかと考’えられる。

 親の養育態度による影響は出生順位でもみられ，過保護に育てられている第1子は，体格はよいが運

動能力は最低という結果がみられた。反対に，遊び相手の兄姉があって模倣体験や自立度においてま

さっており且つ屋外遊び時間が有意に長い第3子以上児は，体格は小さいが運動能力は最もすぐれてい

るという結果がみられた。このことは，今後少子化が進むと親と子・子と子のかかわりに質の変化をき

たし，種々な問題が生じることを示唆しているものと考える。

 性差をみると，身長では男児の方が有意に高いが，走力・投力においては反対に女児の方が有意にす

ぐれていた。これは，表7の生育状況相互の関係でみられるとおり，女児には既往症のない児が有意に

多いことや，運動能力がすぐれている出生時体重30009未満児が多いことなどとの関連が考えられる。

と同時に，初潮等の出現年齢が低くなっているのと同様に女児のからだの早熟化の影響も考えられるの

で，今後の研究課題としたい。

 既往症のある児は，TV視聴時間が有意に長く，体重において肥満傾向の児が有意に多かった。これ

を換言すると，TV視聴が長ければ運動不足による肥満児をつくり，それは何らかの疾病の誘因となる

ことを示していると言えよう。既往症のない児は，TV視聴時間が有意に短く且つ投力が有意にすぐれ
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ているという結果もみられた。また，TV視聴時間の短い児は，走力と跳力が有意にすぐれているとい

う結果もみられ，TV視聴時間は屋外遊び時間と同様に，幼児の身体活動の多寡に直接的なかかわりを

もち，運動能力に影響を及ぼす重要な因子であることを示していると言えよう。

 乳児期栄養法による差も体重においてみられ，人工栄養児にはやや痩せ型以下と肥満型の児が多いと

いう、いわゆる両極化現象の傾向がみられた。近年，育児用粉乳の改良はめざましいが，乳児期栄養の

原則はやはり母乳であると言えよう。

 屋外遊び時間の長短が，幼児の体格や運動能力を大きく左右する因子であることは前回既に報告した

ところであり，今更いうまでもない。今回もそれは顕著であり，3時間以上屋外で遊ぶ児は身長と投力

においてすぐれていた。

 子どもの発育や発達にかかわる要因は極めて多岐にわたっており，しかもそれらは複雑な相互関係の

積み重ねによるところが多い。第1報に続けて第2報以降では，幼児の食生活・運動生活・住生活との

関連を追究の予定である。

ま と め

 岡山市・倉敷市の幼稚園並びに保育園児（4～6歳）1531名を対象として，体格（身長・体重）と運

動能力（20m走・立幅とび・テニスボール投げ）の測定を行い，昭和53年の成績と比較した。同時に，

対象児の生育状況・生活時間をアンケート調査し，それらが体格や運動能力に及ぼす影響について考察

し，次のような結果を得た。

1）測定した5種目の平均値は，昭和53年に比して身長・体重・立幅とびは有意に向上し，テニスボー

 ル投げは有意に低下していた。20m走には有意な変化がみられなかった。

2）生育状況と生活時間10項目中，体格及び運動能力5種目の成績分布並びに平均値比較において，3

 種目以上で有意差のみられた項目は，年齢，性，出生順位，出生時体重，屋外遊び時間であり，有意

 差の全くみられなかった項目は睡眠時間であった。

3）年齢では6歳児，性では体格で男児，運動能力で女児，出生順位では第3子以上児，出生時体重で

 は体格で30009以上児，運動能力で30009未満児，屋外遊び時間では長時間児が，いずれも有意にす

 ぐれていた。

 稿を終えるにあたり，体格・運動能力の測定とアンケート調査にご協力を賜りました各幼稚園・保育

園の園長先生並びに行先生方に心からの謝意を表します。

〈付 記〉 本研究は平成元年度中国短期大学特別研究費助成を受けたものであり，大学当局に深く感

    謝いたします。
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